
要旨作成要領・発表要領（2019.10.2 版）	

1. 要旨作成⽅法（⼝頭発表，ポスター発表，特別講演＊共通）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ＊特別講演は別途担当者からご依頼させていただきます。	

●プログラム作成や要旨集の編集および印刷の都合上、締め切り期限厳守でお願いします。	

●要旨⾒本（フォーマット）のワードファイルを，ホームページに掲載しています。このファ

イルをご⾃⾝のパソコンに保存していただきす，上書きにてご使⽤ください。	

●要旨⾒本内に題⽬の前にある記号（O-●，P-●）は，発表種別と発表順を⽰すものですが、

こちらで⼊⼒しますので，そのままにしておいてください。	

●要旨⽂字数：制限はありません。およそ１ページ以内に収まるように作成してください（１

ページを超えても構いません）。	

●余⽩サイズ：上下左右すべて 25mm	

●記載内容：発表題⽬，発表者全員の⽒名，所属，本⽂（別添の⾒本を参照）。	

	 当⽇の発表者⽒名の前に○印を記載，共同発表者の所属が複数ある場合はそれぞれに番号を

振ってください。所属は丸括弧内に記載。	

●フォント：すべて「メイリオ」フォントにて作成してください。英数字も同様。	

	 発表題⽬は「太字，10.5 ポイント，⽒名・所属・要旨本⽂は「10 ポイント」	

●本⽂の記載⽅法に関する⼀般的な注意点	

	 ・「である」調で記載してください（ですます調で書かない）。	

	 ・句読点は全⾓で「，」と「。」を使⽤してください。「、」や「．」を使わないでください。	

	 ・英数字はすべて半⾓，カッコは全⾓で⼊⼒してください。	

	 ・⼀⽂の主語と述語が対応しているかをご確認ください。	

	 ・「○○について報告する。」で終わる要旨によく⾒受けられますが，発表内容の背景のみ記	

	 	 載し，結果等が記載されていない場合があります。以下のことに留意し，簡単でも発表の	

	 	 中⾝（特に，結果または取り組みの状況）が分かるように記載してください．ただし，本	

	 	 研究会の発表では，途中計画や完全な結果の出ていない段階での発表もあります。その場	

	 	 合は，今後の取り組み計画に触れてください。	

要旨提出締切：10 ⽉ 18 ⽇（⾦）18:00までにメール添付で⼤会事務局の両名に提出	

	 	 提出先	 s_tsuchida@isc.chubu.ac.jp（⼟⽥）	 a.speciosus@gmail.com	（森⽥）	

	 	



	

	

●図表や写真を加えていただくことも可能です。ただし，⽩⿊印刷となりますのでご注意くだ

さい。	

●［研究発表のみ］共同研究者のデータを使⽤する場合は，謝辞ではなく，共同発表者として

関係者を連名発表者に加え，それらの共同発表者には事前に必ず発表の承諾を得てください

（共同発表者は共同で発表を⾏う主体であるため，発表の中で，共同発表者に対して謝辞を述

べてはいけません）。	

●［研究発表のみ］他の研究会や学会等ですでに発表したことのある内容の場合は，次のよう

に要旨本⽂の最後に記載してください。当研究会は会員相互の情報交換や技術等の共有を⾏う

勉強会としての位置付けですので，他の研究会や学会等で発表された内容も歓迎いたします。	

	 	 	 	 	 	 	 	 例１：［第○回○○○○○学会⼤会（○年）にて発表済み］	

	 	 	 	 	 	 	 	 例２：［第○回○○○○○研究会（○年）での発表内容にデータ追加］	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 第○回や発表年をお忘れなく。	 	 	 	 	 	

●［特別講演のみ］	 200〜300 字程度のプロフィールをお知らせください。要旨集に掲載させ

ていただきます。下に例⽰しますが，どのような内容（項⽬）でも構いません。	

	 	 	 	 	 	 	 	 例：	 ○○県○○市⽣まれ，○○⼤学○○学部卒業，○年，○○⼤学⼤学院	

【参考】良い要旨の条件	 酒井（2006）と濱尾（2010）より引⽤	

	 良い要旨の条件は，発表内容の中⾝を短い⽂章で正確に伝えていることです。ただし，序

論（背景），材料，⽅法，結果，考察の部分それぞれを短くして，つなぎ合わせれば要旨に

なるというわけではなく，データをあげるよりもどういうことがわかったのかを伝えるよう

に書く視点が求められます。	

	 	 要旨に書くべきこと	 ・取り組んだ課題の内容	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・着眼点（⽬的）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・研究対象，⼿法	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・研究結果（考察を含めてもよい）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・結論（明確に）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ・今後の予定（途中経過を報告する場合など）	

（引⽤⽂献）	

酒井聡樹．2006.	これから論⽂を書く若者のために：⼤改訂増補版．pp.	23-206.	⽂⼀総合出版，東京．	

濱尾章⼆．2010.	原著論⽂の書き⽅．フィールドの観察から論⽂を書く⽅法：観察事例の報告から研究論⽂まで．

pp.	105148.	⽂⼀総合出版，東京．	

	



	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 修了。博⼠（○○）。現在，○○⼤学○○学部○○研究室・教授，○○	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	センター所⻑。専⾨は○○○学。○○○株式会社，○○○研究所研究員	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	どを経て，○年から現職。現在，○○○○委員を務める。主な著書に『○	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	○○○』，『○○○○』。	

●編集担当者が，要旨上の明らかな間違い等に気が付いた場合は修正しますが，印刷前の著者

校正等は原則⾏いませんので，誤字脱字やデータの記載ミス等には⼗分ご注意ください。印刷

発注までは微細な修正は可能ですので，⾄急お知らせください。	

●講演要旨集は，冊⼦体として当⽇配布します。現時点で，ホームページ等での PDF 版の配布

の予定はありません。ご希望の⽅には当⽇有償頒布いたします。	

2.	⼝頭発表・特別講演	

●発表時間：⼝頭発表は１題 20〜25 分程度（その後，質疑応答・発表者交代で 5 分程度を含

む），特別講演は，各講演者にお伝えする指定時間（質疑応答を含む）となります。全体の演

題数に応じて，発表時間は多少増減する可能性がありますが，その場合は事前にご連絡します。

また，⼝頭発表時間は，ある程度は全体で調整できますので，短くなってしまっても構いませ

ん（延⻑はなるべくご遠慮ください）。当⽇の発表時には，タイムキーパーが適宜予鈴を鳴ら

します。	

●発表⽅法：発表者ご⾃⾝のノートパソコンを持参ください。プロジェクターとの接続作業を

円滑に進めるために VGA ⽤の切替器を当⽅で準備いたします。機器の接続時間も発表時間内

に含めさせていただきます。開会前や休憩時に動作確認は可能ですが，時間が限られています

ので，ご注意ください。ご⼼配な場合は，事前に⼤会事務局までご相談ください。	

3.	ポスター発表	

●ポスターサイズ：A0 サイズ（縦 1189mmx 横 841mm）以内で作成してください。	

●作成⽅法：形式は問いません。ポスター内には，必ず，発表題⽬，発表者全員の⽒名と所属

をお書きください（発表番号は不要）。⾒やすい⽂字サイズや分かりやすい図表等でお⽰しく

ださい。	

●提出⽅法：ポスターは当⽇ご持参ください。１⽇⽬の開会時までに，できる限り早く受付ス

タッフにお渡しください。ポスターの掲⽰は会場スタッフが⾏います。１⽇⽬を⽋席される場

合や到着時刻が遅れることが事前に分かっている場合は、前もって⼤会事務局までご連絡くだ

さい。	

●コアタイム：ポスター発表の時間帯（コアタイム）を設けます。ポスター発表者は，コアタ



イムには，できる限りポスターの前にお⽴ちいただき，質疑等にご対応ください。	

●撤去：ポスターは 2 ⽇⽬の総会終了時までに各⾃剥がしてください。残っているポスターは

⼤会事務局側で処分させていただきます。	

4.	その他	

●詳細プログラムは，後⽇ホームページ（https://wildlifenutrition.com/）でお知らせします

ので，適宜ご確認ください。なお，事務局からの⼀⻫配信メール（開催案内通知）が届いてい

ない⽅は，⼤会事務局までメールアドレスの登録をご依頼ください。	

●研究発表と⼤会参加に関するご質問やご相談，要旨提出は，下記の⼤会事務局までお願いし

ます。	

	

	 	 ⼤会事務局（研究会事務局兼）	

	 	 	 ⼟⽥さやか（中部⼤学創発学術院）：研究会総務	

	 	 	 〒487-8501	愛知県春⽇井市松本町 1200	

	 	 	 Fax:	0568-51-6496	

	 	 	 Email:	s_tsuchida@isc.chubu.ac.jp	

	 	 	 	 	 	森⽥哲夫（飼育野⽣動物栄養研究会事務局）：研究会幹事	

	 	 	 	 	 	 Tel:	090-2597-3100	

	 	 	 	 	 	 Email:	a.speciosus@gmail.com	

	 	 	 	 	 	 Email でのお問い合わせは⼟⽥と森⽥の両名あてに同時送信でお願いいたします。	

	 	 	

	

	 	


